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入 札 公 告 

 

 

 

次 の と お り 一 般 競 争 入 札 に 付 し ま す 。 

 

 

令 和 ８ 年  ６ 月 １ １ 日  

 

 

                        国 立 研 究 開 発 法 人 水 産 研 究 ・ 教 育 機 構  

                                水 産 資 源 研 究 所 管 理 部 門 長  廣 瀨  太 郎  

 

 

１ ． 調 達 内 容 

 

（ １ ） 調 達 件 名 及 び 数 量    ( 単 価 契 約 ) ブ リ 類 の 生 殖 腺 組 織 切 片 ・ 成 熟 判 別 業 務   一 式  

 

（ ２ ） 調 達 仕 様    入 札 説 明 書 に よ る 。  

 

（ ３ ） 履 行 期 限    令 和 ９ 年  ３ 月 １ ２ 日  

 

（ ４ ） 履 行 場 所    入 札 説 明 書 に よ る 。  

 

（ ５ ） 入 札 方 法    入 札 金 額 は 、 単 価 に 予 定 数 量 を 乗 じ た 合 計 額 を 記 載 す る こ

と 。 ま た 、 落 札 決 定 に 当 た っ て は 、 入 札 書 に 記 載 さ れ た 金 額 に

当 該 金 額 の １ ０ ０ 分 の １ ０ に 相 当 す る 額 を 加 算 し た 金 額 を も っ

て 落 札 価 格 と す る の で 、 入 札 者 は 、 消 費 税 及 び 地 方 消 費 税 に 係

る 課 税 事 業 者 で あ る か 免 税 事 業 者 で あ る か を 問 わ ず 、 見 積 も っ

た 契 約 希 望 金 額 の １ １ ０ 分 の １ ０ ０ に 相 当 す る 金 額 を 入 札 書 に

記 載 す る こ と 。  

 

 

２ ． 競 争 参 加 資 格 

 

（ １ ） 国 立 研 究 開 発 法 人 水 産 研 究 ・ 教 育 機 構 契 約 事 務 取 扱 規 程 （ 平 成 １ ３ 年 ４ 月 １ 日 付 け １  

３ 水 研 第 ６ ５ 号 ） 第 １ ２ 条 第 １ 項 及 び 第 １ ３ 条 の 規 定 に 該 当 し な い 者 で あ る こ と 。  

 

（ ２ ） 令 和 ７ ・ ８ ・ ９ 年 度 国 立 研 究 開 発 法 人 水 産 研 究 ・ 教 育 機 構 競 争 参 加 資 格 又 は 全 省 庁 統 一

資 格 の ｢ 役 務 の 提 供 等 ｣ の 業 種 ｢ 調 査 ・ 研 究 ｣ で 「 Ａ 」 、 「 Ｂ 」 、 「 Ｃ 」 又 は 「 Ｄ 」 い ず れ か の

等 級 に 格 付 け さ れ て い る 者 で あ る こ と 。  

 

（ ３ ） 国 立 研 究 開 発 法 人 水 産 研 究 ・ 教 育 機 構 理 事 長 か ら 物 品 の 製 造 契 約 、 物 品 の 販 売 契 約 及  

び 役 務 等 契 約 指 名 停 止 措 置 要 領 に 基 づ く 指 名 停 止 を 受 け て い る 期 間 中 で な い こ と 。  

た だ し 、 全 省 庁 統 一 資 格 に 格 付 け さ れ て い る 者 で あ る 場 合 は 、 国 の 機 関 の 同 様 の 指 名 停 止  

措 置 要 領 に 基 づ く 指 名 停 止 を 受 け て い る 期 間 中 で な い こ と 。  

 

（ ４ ） 暴 力 団 員 に よ る 不 当 な 行 為 の 防 止 等 に 関 す る 法 律 （ 平 成 ３ 年 法 律 第 ７ ７ 号 ） 第 ３ ２ 条  

第 １ 項 各 号 に 掲 げ る 者 で な い こ と 。  

 

 

３ ． 入 札 説 明 書 等 の 交 付 方 法      競 争 参 加 希 望 者 は 、 以 下 に よ り 入 札 説 明 書 等 （ 入 札 説

明 書 、 入 札 心 得 書 、 契 約 書 案 、 入 札 書 様 式 、 委 任 状 様 式

等 ） の 交 付 を 受 け る こ と 。  

① 直 接 交 付  

神 奈 川 県 横 浜 市 金 沢 区 福 浦 ２ － １ ２ － ４  

国 立 研 究 開 発 法 人 水 産 研 究 ・ 教 育 機 構  

水 産 資 源 研 究 所  管 理 部 門 管 理 課  

電  話  ０ ４ ５ － ７ ８ ８ － ７ ６ ２ ６  

Ｆ Ａ Ｘ  ０ ４ ５ － ７ ８ ８ － ５ ０ ０ １  

② 宅 配 便 着 払 い に よ る 交 付  

任 意 書 式 に 「 ( 単 価 契 約 ) ブ リ 類 の 生 殖 腺 組 織 切 片 ・

成 熟 判 別 業 務 入 札 説 明 書 宅 配 便 に て 希 望 」 と 記 入

し 、 社 名 、 担 当 者 名 、 住 所 、 電 話 番 号 を 記 載 の う

え 、 上 記 ① あ て Ｆ Ａ Ｘ 送 信 す る こ と 。  

③ メ ー ル に よ る 交 付  

任 意 書 式 に 「 ( 単 価 契 約 ) ブ リ 類 の 生 殖 腺 組 織 切 片 ・

成 熟 判 別 業 務 入 札 説 明 書 メ ー ル に て 希 望 」 と 記 入

し 、 社 名 、 担 当 者 名 、 メ ー ル ア ド レ ス 、 電 話 番 号 を

記 載 の う え 、 上 記 ① あ て Ｆ Ａ Ｘ 送 信 す る こ と 。  

 

 

４ ． 入 札 説 明 会 の 日 時 及 び 場 所 等   仕 様 書 等 に 関 し 質 疑 が あ る 場 合 に は 、 令 和 ８ 年 ６ 月 １ ９

日 ま で に 上 記 ３ ． あ て に メ ー ル （ ア ド レ ス は 入 札 説 明 書

に 記 載 ） 又 は フ ァ ッ ク ス に て 質 疑 を 行 う こ と 。 当 日 ま で

の 質 疑 を 取 り ま と め 、 回 答 は 入 札 説 明 書 受 領 者 全 員 に 対

し て 行 う と と も に 当 機 構 の ホ ー ム ペ ー ジ に て 公 表 す る こ
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と に よ り 入 札 説 明 会 に 代 え る 。  

                  な お 、 当 該 日 以 降 に 質 疑 が 発 生 し た 場 合 も 随 時 受 け 付

け 、 同 様 に 対 応 す る 。  

                  た だ し 、 質 疑 内 容 に 個 人 に 関 す る 情 報 で あ っ て 特 定 の

個 人 を 識 別 し 得 る 記 述 が あ る 場 合 及 び 法 人 等 の 財 産 権 等

を 侵 害 す る お そ れ の あ る 記 述 が あ る 場 合 に は 、 当 該 箇 所

を 伏 せ 又 は 当 該 質 疑 を 公 表 せ ず 、 質 疑 者 の み に 回 答 す る

こ と が あ る 。  

   

 

５ ． 入 札 の 日 時 及 び 場 所 等  

 

（ １ ） 入 札 の 日 時 及 び 場 所         令 和 ８ 年  ７ 月  ２ 日  １ ４ 時 ０ ０ 分  

神 奈 川 県 横 浜 市 金 沢 区 福 浦 ２ － １ ２ － ４  

国 立 研 究 開 発 法 人 水 産 研 究 ・ 教 育 機 構  

                 横 浜 庁 舎  ビ デ オ ラ イ ブ ラ リ ー 室   

 

（ ２ ） 郵 便 に よ る 入 札 書 の           令 和 ８ 年  ７ 月  ２ 日  １ ２ 時 ０ ０ 分  

           受 領 期 限 及 び 提 出 場 所        ３ ． ① に 同 じ 。  

 

 

６ ． そ  の  他  

 

（ １ ） 契 約 手 続 き に お い て  

使 用 す る 言 語 及 び 通 貨        日 本 語 及 び 日 本 国 通 貨 。  

 

（ ２ ） 入 札 保 証 金 及 び 契 約 保 証 金   免  除 。  

 

（ ３ ） 入 札 の 無 効      本 公 告 に 示 し た 競 争 参 加 資 格 の な い 者 の 提 出 し た 入 札 書  

及 び 入 札 に 関 す る 条 件 に 違 反 し た 入 札 書 は 無 効 と す る 。  

 

（ ４ ） 契 約 書 作 成 の 要 否         要 。  

 

（ ５ ） 落 札 者 の 決 定 方 法         予 定 価 格 の 制 限 の 範 囲 内 で 最 低 価 格 を も っ て 有 効 な 入 札

を 行 っ た 入 札 者 を 落 札 者 と す る 。  

 

（ ６ ） 競 争 参 加 者 は 、 入 札 の 際 に 国 立 研 究 開 発 法 人 水 産 研 究 ・ 教 育 機 構 の 資 格 審 査 結 果 通 知  

書 写 し 又 は 全 省 庁 統 一 資 格 の 資 格 審 査 結 果 通 知 書 写 し を 提 出 す る こ と 。  

 

（ ７ ） 詳 細 は 入 札 説 明 書 に よ る 。  

 

 

７ ． 契 約 に 係 る 情 報 の 公 表  

 

（ １ ） 公 表 の 対 象 と な る 契 約 先  

次 の ① 及 び ② い ず れ に も 該 当 す る 契 約 先  

①  当 機 構 に お い て 役 員 を 経 験 し た 者 （ 役 員 経 験 者 ） が 再 就 職 し て い る こ と 又 は 課 長

相 当 職 以 上 の 職 を 経 験 し た 者 （ 課 長 相 当 職 以 上 経 験 者 ） が 役 員 、 顧 問 等
※ 注 １  

と し

て 再 就 職 し て い る こ と  

②  当 機 構 と の 間 の 取 引 高 が 、 総 売 上 高 又 は 事 業 収 入 の ３ 分 の １ 以 上 を 占 め て い る こ

と
※ 注 ２

 

な お 、 「 当 機 構 」 と は 、 改 称 前 の 独 立 行 政 法 人 水 産 総 合 研 究 セ ン タ ー 及 び 国 立 研 究 開

発 法 人 水 産 総 合 研 究 セ ン タ ー 、 統 合 前 の 独 立 行 政 法 人 水 産 大 学 校 を 含 み ま す 。  

※ 注 １   「 役 員 、 顧 問 等 」 に は 、 役 員 、 顧 問 の ほ か 、 相 談 役 そ の 他 い か な る 名 称 を 有 す

る 者 で あ る か を 問 わ ず 、 経 営 や 業 務 運 営 に つ い て 、 助 言 す る こ と 等 に よ り 影 響 力

を 与 え る と 認 め ら れ る 者 を 含 む 。  

※ 注 ２   総 売 上 高 又 は 事 業 収 入 の 額 は 、 当 該 契 約 の 締 結 日 に お け る 直 近 の 財 務 諸 表 に 掲

げ ら れ た 額 に よ る こ と と し 、 取 引 高 は 当 該 財 務 諸 表 の 対 象 事 業 年 度 に お け る 取 引

の 実 績 に よ る 。  

 

（ ２ ） 公 表 す る 情 報  

上 記 （ １ ） に 該 当 す る 契 約 先 に つ い て 、 契 約 ご と に 、 物 品 役 務 等 の 名 称 及 び 数 量 、 契

約 締 結 日 、 契 約 先 の 名 称 、 契 約 金 額 等 と 併 せ 、 次 に 掲 げ る 情 報 を 公 表 す る 。  

①  当 機 構 の 役 員 経 験 者 及 び 課 長 相 当 職 以 上 経 験 者 （ 当 機 構 Ｏ Ｂ ） の 人 数 、 職 名 及 び

当 機 構 に お け る 最 終 職 名  

②  当 機 構 と の 間 の 取 引 高  

③  総 売 上 高 又 は 事 業 収 入 に 占 め る 当 機 構 と の 間 の 取 引 高 の 割 合 が 、 次 の 区 分 の い ず

れ か に 該 当 す る 旨  

３ 分 の １ 以 上 ２ 分 の １ 未 満 、 ２ 分 の １ 以 上 ３ 分 の ２ 未 満 又 は ３ 分 の ２ 以 上  

④  一 者 応 札 又 は 一 者 応 募 で あ る 場 合 は そ の 旨  

 

（ ３ ） 当 機 構 に 提 供 し て い た だ く 情 報  

①  契 約 締 結 日 時 点 で 在 職 し て い る 当 機 構 Ｏ Ｂ に 係 る 情 報 （ 人 数 、 現 在 の 職 名 及 び 当

機 構 に お け る 最 終 職 名 等 ）  

②  直 近 の 事 業 年 度 に お け る 総 売 上 高 又 は 事 業 収 入 及 び 当 機 構 と の 間 の 取 引 高  
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（ ４ ） 公 表 日  

契 約 締 結 日 の 翌 日 か ら 起 算 し て 原 則 と し て ７ ２ 日 以 内 （ ４ 月 に 締 結 し た 契 約 に つ い て

は 原 則 と し て ９ ３ 日 以 内 ）  

 

（ ５ ） そ の 他  

当 機 構 ホ ー ム ペ ー ジ （ 契 約 に 関 す る 情 報 ） に 「 国 立 研 究 開 発 法 人 水 産 研 究 ・ 教 育 機 構

が 行 う 契 約 に 係 る 情 報 の 公 表 に つ い て 」 が 掲 載 さ れ て い る の で ご 確 認 い た だ く と と も

に 、 所 要 の 情 報 の 当 機 構 へ の 提 供 及 び 情 報 の 公 表 に 同 意 の 上 で 、 応 札 若 し く は 応 募 又 は

契 約 の 締 結 を 行 っ て い た だ く よ う ご 理 解 と ご 協 力 を お 願 い い た し ま す 。  

な お 、 応 札 若 し く は 応 募 又 は 契 約 の 締 結 を も っ て 同 意 さ れ た も の と み な さ せ て い た だ

き ま す の で 、 ご 了 知 願 い ま す 。  

 

 

８ ． 公 的 研 究 費 の 不 正 防 止 に か か る 「 誓 約 書 」 の 提 出 に つ い て  

 

当 機 構 で は 、 国 よ り 示 さ れ た 「 研 究 機 関 に お け る 公 的 研 究 費 の 管 理 ・ 監 査 の ガ イ ド ラ イ ン

（ 実 施 基 準 ） 」 （ 平 成 １ ９ 年 ２ 月 １ ５ 日 文 部 科 学 大 臣 決 定 ） に 沿 っ て 、 公 的 研 究 費 の 契 約 等

に お け る 不 正 防 止 の 取 り 組 み を 行 っ て お り 、 取 り 組 み の ひ と つ と し て 、 取 引 先 の 皆 様 に 「 国

立 研 究 開 発 法 人 水 産 研 究 ・ 教 育 機 構 と の 契 約 等 に あ た っ て の 注 意 事 項 」 （ U R L ： h t t p s : / / w w w .

f r a . g o . j p / h o m e / k e i y a k u / f i l e s / p l e d g e _ r e q u e s t n o t e _ c o n t r a c t 2 . p d f ） を ご 理 解 い た だ き 、 一

定 金 額 以 上 の 契 約 に 際 し て 、 当 該 注 意 事 項 を 遵 守 す る 旨 の 「 誓 約 書 」 の 提 出 を お 願 い し て い

ま す 。  

公 的 研 究 費 の 不 正 防 止 関 係 書 類 （ ① 公 的 研 究 費 の 不 正 防 止 に か か る 「 誓 約 書 」 の 提 出 に つ

い て 、 ② 国 立 研 究 開 発 法 人 水 産 研 究 ・ 教 育 機 構 と の 契 約 等 に あ た っ て の 注 意 事 項 、 ③ 誓 約

書 ） は 、 入 札 説 明 書 に 添 付 し ま す の で 、 契 約 相 手 方 と な っ た 場 合 は 、 誓 約 書 の 提 出 を お 願 い

し ま す 。  

な お 、 当 機 構 の 本 部 、 研 究 所 、 開 発 調 査 セ ン タ ー 、 水 産 大 学 校 い ず れ か １ 箇 所 に １ 回 提 出

し て い た だ け れ ば 、 当 機 構 内 の 次 回 以 降 の 契 約 で は 再 提 出 す る 必 要 は あ り ま せ ん 。  



業 務 仕 様 書 
 

１．件  名 （単価契約）ブリ類の生殖腺組織切片・成熟判別業務 

 

２．業務目的 本業務は、国立研究開発法人水産研究・教育機構横浜庁舎（以下、当所）が引き渡す

ブリの生殖腺試料から、生殖腺組織切片を作製し、成熟判別することを目的とする。 

 

３．予定数量  ブリ生殖腺試料 530 検体 

        発送予定時期 9 月頃：400 検体、12 月頃：130 検体 

        ※上記時期・数量は昨年度実績に基づくもの。ブリの漁獲状況によって発送時期と

検体数量は前後する可能性がある。 

 

４．業務場所 契約締結業者指定場所 

 

５．納入場所  神奈川県横浜市金沢区福浦２－１２－４ 

国立研究開発法人水産研究・教育機構 水産資源研究所 

 

６．業務期限 令和９年３月１２日 

 

７．業務内容 生殖腺組織切片 

１）ブリ 1 尾から摘出した生殖腺試料（20～500ml サンプル瓶入り、ホルマリン 10%

溶液固定）を 1 検体とする。 

検体の送付について初回（昨年度は 9 月末）400 検体を送付し、以降は漁獲状況

に応じて複数回（2 回程）に分けて、12 月末までに送付する予定である。 

 

２）ホルマリン 10%溶液に固定した生殖腺試料を、契約締結業者にて以下の手順で

組織切片プレパラートを作製し、画像を撮影、保存する。 

① 脱水・透徹・パラフィン浸透・パラフィン包埋処理 

固定した生殖腺組織の一部を他のビンに移し、段階的に濃度を高くしたエ

タノールで脱水し、クレオソート、キシレンで透徹した後、パラフィンに浸

透し包埋する。当所が引き渡した生殖腺の残りは、固定に使用していたホ

ルマリン 10%溶液に戻し、返送することとする。 

② パラフィン切片の作製 

包埋した生殖腺組織をミクロトームを用いて切断し、パラフィン切片を作

製する。切片の厚さは 5μm とする。 



③ スライドグラスへの貼り付け 

スライドグラス（MATSUNAMI フロストスライドグラス S-2215 同等品）

へパラフィン切片を貼り付ける。貼り付け枚数はスライドグラス 1 枚に、

パラフィン切片 5 枚以上とする。ただし、大判（パラフィンブロックのサ

イズが 2.5×3mm 程度）で大きく組織を切り出し、観察面積を大きく確保可

能な場合は 1 枚でも構わない。 

④ ヘマトキシリン・エオシン染色 

キシレン、クレオソート、エタノールを用いて、①の逆の手順を行い、切片

が水系のヘマトキシリンに染まりやすくする。組織切片の核と卵黄胞をデ

ラフィールドヘマトキシリンで染色し、水洗後、細胞質をエオシンで染色

する。 

⑤ 脱水・透徹・封入 

染色された組織切片を段階的に濃度を高くしたエタノールで脱水し、クレ

オソート、キシレンで透徹した後、中性樹脂とカバーグラスを用いて封入

する。 

⑥ 画像の撮影・印刷 

作成された生殖腺組織切片プレパラートは、組織切片像の画像（スケール

の画像１枚を含む）を成熟段階の判断が可能な倍率（すべて同倍率）で各標

本につき 1 枚ずつ保存する。 

 

成熟判別 

３）作成した組織切片に基づき各個体の発達段階の判別を行う。判断基準は亘ほか

(2019)注１の基準に従い、雄は、未熟期（IM: immature）、精子形成初期（ES: early 

spermatogenesis）、精子形成中期（MS: middle spermatogenesis）、精子形成後期（LS: 

late spermatogenesis）、排精期（SP: spermiating）、退行前期（ERG: early regressing）、

退行後期（LRG: late regressing）の 7 つのステージ、雌は未熟期（IM: immature）、

卵黄胞期（CA: cortical alveolus stage）、卵黄形成初期（EV: early vitellogenesis）、

卵黄形成中期（MV: middle vitellgenesis）、卵黄形成後期（LV: late vitellogenesis）、

核移動期（GVM: germinal vesicle migration）、吸水期（HY: hydration）、退行期（AT: 

atretic stage）の 8 つのステージに分類する。なお、雌に関しては排卵後濾胞（POF: 

post-ovulatory follicle）と、進行具合により α、β、γに区別した退行した卵母細胞

（閉鎖濾胞）(Hunter and Macewicz, 1985 注 2）の有無を判断する。 

注１：亘真吾, 入路光雄, 阪地英男 (2019) 太平洋沿岸における 2000 年代のブリ

の成熟状況, 第 58 回ブリ資源評価・予報技術連絡会議報告, 7–17. 

注 2：Hunter JR and Macewicz (1985) Measurement of spawning frequency in multiple 



spawning fishes. In. An Egg Production Method for Estimating Spawning 

Biomass of Pelagic Fish: Application to the Northern Anchovy, Engraulis Mordax, 

eds, R. Lasker, NOAA Tech. Rep. NMFS-36, National Marine Fisheries Service 

Scientific Publications Office, Seattle, 79–94. 

 

４）上記業務に必要な資材費、運搬費等は契約締結業者にて負担するものとする。 

 

５）納入成果物 

①生殖腺組織切片プレパラート 

②作成したパラフィンブロック 

③組織切片の画像を保存した DVD 媒体（2 部） 

④組織切片の画像をプリントアウトしてファイリングしたもの 

⑤各個体の発達段階の判定結果 

⑥残りのホルマリン 10%溶液固定試料（そのままでよい） 

 

８．予備検体による組織切片の作製 

上記本試料の組織切片作製前に、別途送付する予備検体 10 試料にて組織切片を作製

し、染色時間や観察倍率等を担当者と検討し、合意を得たうえで本試料の作製にあた

る。 

 

９．再査定 

担当職員が作製結果を検査して再査定が必要と判断した場合、契約締結業者は試料

を回収して速やかに生殖腺組織切片の作成等を再度行い、成果物を納入する。 

 

10．その他 

１）作業中に疑義が生じた場合は適宜担当職員と打ち合わせを行い、合意を得た上で

作業を進行すること。 

２）詳細については担当職員の指示に従うこと。 
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太平洋沿岸における 2000 年代のブリの成熟状況 

 

Maturation of yellowtail Seriola quinqueradiata in the waters 

around the Pacific coast of Japan in the 2000s 

 

亘 真吾、入路光雄、阪地英男（水産研究・教育機構 中央水産研究所） 

Shingo WATARI, Mitsuo NYUJI, Hideo SAKAJI 

 

【はじめに】 

個体の成熟の有無やその期間は資源管理において重要な生物学的情報の一つである。成熟状況

は、生殖腺指数や肉眼による観察、稚仔魚の出現状況などから判定される場合と、より詳細な成

熟段階などの情報が得られる組織学的観察により判断される場合がある。ブリの成熟に関する研

究の知見は 1970 年代以前のものが多く、1980 年代以降では日本海側で村山 1992 や辻󠄀 2000 など

があり、生殖腺指数や肉眼による観察、稚仔魚の出現状況などから成熟状況が判断されている（山

本ら 2007）。一方で、組織学的観察による成熟状況の研究は、東シナ海における白石ら 2011 に限

られる。従来報告のなかった太平洋岸の各海域で成熟状況の基礎的知見として、2000 年代以降に

断片的に収集されたブリについて、生殖腺の組織学的観察に基づく月別の成熟状況について整理

した。 

 

【材料と方法】 

2004～2011 年にかけて鹿児島県、宮崎県、高知県、三重県、静岡県、千葉県で採捕されたブリ

668 個体について、体重を計測するとともに、生殖腺を摘出しホルマリン保存した。このうち 305

個体については、16 番目または 17 番目の脊椎骨を摘出し、輪紋数を計数し、4 月 1 日を起算日と

して年齢を決定した（白石ら 2011）。各個体の発達段階を判定するとともに、採集海域、採集月、

体重階級、年齢との関係を整理した。 

生殖腺は 10%ホルマリンで固定し、エタノールで置換脱水し、パラフィン包埋後に切片を作成

し、ヘマトキシリン・エオシン染色を施した後、光学顕微鏡で観察した。雄の生殖腺の発達段階

は、精巣内の最も発達した生殖細胞の組織学的観察に基づいて、未熟期（IM: immature）、精子形

成初期（ES: early spermatogenesis）、精子形成中期（MS: middle spermatogenesis）、精子形成後期（LS: 

late spermatogenesis）、排精期（SP: spermiating）、退行前期（ERG: early regressing）、退行後期（LRG: 

late regressing）の 7 つの段階に区分した（表 1）。基本的に精子形成後期、排精期、残留精子が多

く認められる産卵期終盤の退行前期の個体を成熟と判断した。雌の生殖腺の発達段階は、卵巣内

で最も発達の進んだ卵母細胞の組織学的観察に基づいて、未熟期（IM: immature）、卵黄胞期（CA: 

cortical alveolus stage）、卵黄形成初期（EV: early vitellogenesis）、卵黄形成中期（MV: middle

vitellgenesis）、卵黄形成後期（LV: late vitellogenesis）、核移動期（GVM: germinal vesicle migration）、

吸水期（HY: hydration）、退行期（AT: atretic stage）の 8 つのステージに分類するとともに、排卵後

濾胞（POF: post-ovulatory follicle）と、Hunter and Macewicz （1985）に基づいて、進行具合により

α、β、γ に区別した退行した卵母細胞（閉鎖濾胞）の有無を判断した（表 2）。基本的に卵黄形成

00007215
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中期、卵黄形成後期、核移動期、吸水期と排卵後濾胞のある個体を成熟と判断した。退行期の個

体で、卵黄蓄積完了後に退行したことが明らかな α 段階の閉鎖濾胞をもつ個体は「成熟済み」と

判断、β と γ 段階の閉鎖濾胞をもつ個体は卵黄蓄積が完了したかどうかが明確でないため、「不明」

と判断した。なお、本報告においては、資源学的な観点から卵巣が肥大・成長する期間を成熟と

表現した（栗田 2010）。また、太平洋で得られた月と生殖腺の発達段階の関係を、東シナ海の白石

ら 2011 で得られた関係とも比較した。 

 

【結果と考察】 

雄の標本の体重は 0.2～13.3kg で平均 6.9kg、成熟、成熟可、成熟済、未成熟、不明の個体数は、

それぞれ 142 個体、29 個体、28 個体、46 個体、89 個体だった。このうち 158 個体について査定

した年齢は 2.00～6.17 歳であった。雌の標本の体重は 1.6～15.2kg で平均 6.6kg、成熟、成熟可、

成熟済、未成熟、不明の個体数は、それぞれ 121 個体、19 個体、25 個体、25 個体、144 個体だっ

た。このうち 147 個体について査定した年齢は 2.00～5.92 歳であった。各発達段階の生殖腺の典

型的な構造を図 1,2 に示した。各発達段階における性別、県別、月別、体重階級（例えば 3kg 級は

3.00～3.99kg を示す）または年齢ごとの出現数の詳細を付表 1～4 に示す。 

雄は周年サンプルが得られている鹿児島県では、2 月には 7kg 台以上で、3 月は 5kg 台以上で、

4 月は、1kg 台以上で成熟と判定した排精している個体が観察された。4 月以降は不明の個体が多

いが、5 月まで排精している個体が観察された。また、宮崎県から静岡県にいたる海域では 2～5

月にかけて排精している個体が観察された。雌は、周年サンプルが得られている鹿児島県では、2

月に 10kg 台が、3 月に 5kg 台、4～5 月に 3kg 台で成熟と判定した卵黄形成後期の個体が観察され

た。6 月～翌 1 月までの成熟状況は不明であった。宮崎県、高知県、三重県、静岡県において、2

～5 月にかけて卵黄形成後期の個体が観察された。排卵後濾胞は 4～5 月に鹿児島県から静岡県に

いたる各海域で観察された。 

雌雄別月別発達段階別の出現数を表 3 に示す。発達段階は雄では精子形成初期が 1～3 月、精子

形成中期、精子形成後期は 2～4 月、排精期は 2～5 月、退行前期が 3～6 月、退行後期が 4～7 月、

雌では卵黄胞期が 1～3 月、卵黄形成初期は 2～3 月、卵黄形成中期は 2～4 月、卵黄形成後期は 2

～5 月、核移動期が 5 月、吸水期が 4～5 月と発達段階の進行と出現時期が移行する関係がみられ

た。発達段階別の出現数の推移から、雌雄とも産卵期は 2～5 月と推定された。さらに、産卵期に

成熟、成熟可と判定した個体の体重と年齢の関係を見ると、雌雄とも大型個体、高齢個体が産卵

期の前半 2 月から成熟し、小型個体、若齢個体が産卵期の後半 5 月に成熟する傾向がみられた（図

3,４）。この関係と同時期に東シナ海で調査された白石ら 2011 の結果と比較すると、雄の精子形成

が 1 月から観察されることや、精子形成後期が 2～4 月に出現すること、雌では卵黄胞期が 1 月か

ら出現すること、卵黄形成期が 3～5 月に観察されていることなど、本研究の月と発達段階の関係

と概ね一致する。ただし、白石ら 2011 では 2 月や 6 月のサンプル数 1～4 個体と少ないこともあ

り、発達段階と月との詳細な関係の比較までは困難である。 

日本周辺のブリの資源状況は、2000 年代は増加期、2010 年代は高位で横ばいの期間である（久

保田ら 2018）。鹿児島県、高知県、三重県では現在も生殖腺の標本を継続的に収集している。これ
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らのサンプルについても生殖腺の組織学的観察に基づく成熟状況を整理し、資源水準と成熟の関

係についての検討が望まれる。 

 

【引用文献】 

Hunter JR and Macewicz (1985) Measurement of spawning frequency in multiple spawning fishes. In. An 

Egg Production Method for Estimating Spawning Biomass of Pelagic Fish: Application to the Northern 

Anchovy, Engraulis Mordax, eds, R. Lasker, NOAA Tech. Rep. NMFS-36, National Marine Fisheries 

Service Scientific Publications Office, Seattle, 79–94. 

村山達朗（1992）日本海におけるブリの資源生態に関する研究．島根水試研報，7, 1–64． 

辻󠄀 俊宏（2000） 能登半島沿岸で漁獲されるブリ成魚の成熟度．石川県水総セ研報，2, 37–39． 

山本敏博・井野慎吾・久野正博・阪地英男・檜山義明・岸田 達・石田行正（2007）ブリ(Seriola 

quinqueradiata) の産卵, 回遊生態及びその研究課題・手法について．水研センター研報，21, 1–

29． 

白石哲朗・大下誠二・由上龍嗣（2011）九州西岸域で漁獲されたブリの年齢，成長および繁殖特

性．水産海洋研究，75, 1–8． 

久保田 洋，古川誠志郎，松倉隆一，宮原寿恵，亘 真吾（2018）平成 29 年度ブリの資源評価，

平成 29 年度我が国周辺水域の漁業資源評価，水産庁漁場資源課 水産研究・教育機構，1266–

1299. 

栗田 豊（2010）魚類の個体群繁殖特性と加入量．水産海洋研究，74, 4–18． 
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図 1 精巣の各発達段階の顕微鏡写真（スケールバーは 200 ㎛を示す）  

未熟期（IM） 精子形成初期（ES） 精子形成中期（MS）

精子形成後期（LS） 排精期（SP） 退行初期（ERG）

退行後期（LRG）
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図 2 卵巣の各発達段階の顕微鏡写真（スケールバーは 200 ㎛を示す）。核移動期の写真内の

GV は卵核胞（germinal vesicle）、OD は油球（oil droplet）、退行期の写真内の α、β は Hunter 

and Macewicz（1985）に基づいて区分した退行の進行具合を示す 

  

未熟期（IM） 卵黄胞期（CA） 卵黄形成初期（EV）

卵黄形成中期（MV） 卵黄形成後期（LV） 核移動期（GVM）

吸水期（HY） 排卵後濾胞（POF：矢印） 退行期（AT）
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図 3 産卵期（2～5 月）における成熟、成熟可の個体と体重の関係 

 

 

 

図 4 産卵期（2～5 月）における成熟、成熟可の個体と年齢の関係 

 

 

表 1 雄の精巣の発達段階の分類基準および白石ら 2011 の発達段階の区分との関係 
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個
体
数
（
尾
）

年齢（4月起算）

2月

3月

4月

5月

（雄） （雌）

未熟期 (IM) 精原細胞のみで占められる I 精原細胞増殖期

精子形成初期 (ES) 精母細胞、精細胞が出現

精子形成中期 (MS) 一部の包嚢で精子が出現

精子形成後期 (LS) 精子の包嚢が増加 III 精子形成後期 成熟可

排精期 (SP) 輸精管に精子が満たされる IV 排精期 成熟

退行前期 (ERG) 精小嚢の内壁が崩壊し、残留精子の吸収が開始 成熟済

残存精子がほとんど見られない

排精したか判断できないため、「不明」と判断

II 精子形成前期

発達段階の区分 生殖腺の状態
成熟の
判定

白石ら2011の

発達段階の区分

未成熟

退行後期 (LRG) 不明
V 退行期
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表 2 雌の卵巣の発達段階の分類基準および白石ら 2011 での発達段階の区分との関係 

 

 

 

表 3 雌雄別月別の発達段階ごとの出現数 

 

 

  

未熟期 (IM) 染色仁期の卵母細胞が占有 I 未熟期

卵黄胞期 (CA) 卵母細胞内に卵黄胞が出現して、第二次成長期に入る II 発達期

卵黄形成初期 (EV) 卵母細胞への卵黄球の蓄積開始が観察される

卵黄形成が進行しているが、卵径が十分でない（<500 μm）

産卵盛期の前月以前の採集個体は、産卵期には卵黄形成を
完了すると予測して「成熟」と判断した

卵黄形成後期 (LV) 卵黄蓄積の完了

核移動期 (GVM) 卵成熟を開始した卵母細胞の中心から、卵核胞が移動する

吸水期 (HY) 卵核胞崩壊と吸水により肥大化した卵母細胞が認められる

卵黄形成期（MV,LV）+

排卵後濾胞 (POF)

核移動期（GVM)+

排卵後濾胞 (POF)

退行した卵母細胞（閉鎖濾胞）が卵巣の大部分を占める

閉鎖濾胞は、進行具合によりα、β、γに区別 成熟済

卵黄蓄積完了後の卵母細胞が退行した見られるα段階の閉
鎖濾胞をもつ個体は、「成熟」したと判断、βとγは卵黄蓄積
が完了したかどうかが明確でないため、「不明」と判断

/不明

発達段階の区分 生殖腺の状態
成熟の
判定

白石ら2011の

発達段階の区分

成熟可

IV 成熟期

未成熟

成熟

V

退行期 (AT) VI 退行期

III 卵黄形成期卵黄形成中期 (MV)

産卵期

卵黄形成期の卵母細胞と同時に排卵後濾胞も存在する

核移動期の卵母細胞と同時に排卵後濾胞も存在する

発達段階 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

雄 IM 2 11 5 5 2 4 2

ES 4 9 13

MS 6 19 7

LS 2 14 13

SP 29 22 70 21

ERG 1 13 11 3

LRG 18 19 8 1

雌 IM 3 1 6 13 1 2 49 19 5 3

CA 3 11 15 1

EV 6 6

MV 1 9 9

LV 21 16 56 6

GVM 4

HY 1 2

MV,LV+POF 9 4

GVM+POF 2

AT 15 31 4
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付表 1 雄の県別月別体重階級別の発達段階ごとの出現数 

 

  

雄 月 体重 IM ES MS LS SP ERG LRG 雄 月 体重 IM ES MS LS SP ERG LRG
鹿児島 1月 6kg 1 高知 1月 7kg 1

2月 3kg 1 8kg 1 1
4kg 1 9kg 1
7kg 2 1 10kg 1
8kg 3 2月 7kg 2
9kg 3 8kg 1 1

10kg 2 3月 4kg 1
11kg 2 5kg 1
12kg 1 6kg 1
13kg 1 8kg 2

3月 4kg 1 1 9kg 1 2
5kg 5 3 3 4月 4kg 3
6kg 1 1 2 8kg 2
7kg 2 1 三重 2月 9kg 1
8kg 2 1 10kg 1
9kg 2 1 3 12kg 1 1

10kg 1 3 3月 10kg 1
4月 1kg 2 3 2 12 11kg 1

2kg 1 12kg 1
4kg 12 5kg 2
5kg 1 9 2 2 6kg 1 4
6kg 1 5 2 1 7kg 1
7kg 5 3 1 8kg 4 1 1
8kg 1 2 9 2 9kg 1
9kg 1 1 2 4月 5kg 1 2 2

10kg 1 2 6kg 1 2 1 2
11kg 1 7kg 4

5月 1kg 1 8kg 1 1
3kg 2 9kg 1
4kg 1 3 静岡 2月 6kg 2
5kg 6 2 2 7kg 7 2 1
6kg 5 3 7 8kg 1 3 1
7kg 1 1 5 3月 4kg 1
8kg 3 5kg 2
9kg 1 6kg 2 1 3

10kg 1 7kg 3
6月 4kg 2 4 4月 6kg 2 2

5kg 1 3 7kg 2 5
8kg 1 8kg 1

7月 0kg 1 9kg 1
10月 4kg 2 5月 3kg 3
11月 4kg 4 4kg 4
12月 8kg 1 千葉 3月 6kg 1 1 1

10kg 1
宮崎 2月 9kg 2

10kg 1 9
11kg 2
12kg 1

4月 5kg 4
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付表 2 雌の県別月別体重階級別の発達段階ごとの出現数 

 

  

雌 月 体重 IM CA EV MV LV GVM HY MV,LV+POF GVM+POF AT
鹿児島 1月 4kg 1

2月 4kg 1
5kg 1

10kg 3
11kg 1
12kg 4
13kg 1

3月 5kg 2
6kg 2
7kg 2
8kg 1 1
9kg 2

10kg 1
11kg 1
13kg 1

4月 1kg 13
3kg 1
4kg 2 1 1
5kg 1 4 3
6kg 2 1 1 7
7kg 5 2
8kg 7 2 1 2
9kg 6 1 1

10kg 4 1
11kg 1

5月 3kg 1
4kg 1 2 4
5kg 1 5
6kg 1 4
7kg 3 1 8
8kg 1 2
9kg 1

6月 4kg 2
6kg 2

8月 3kg 2
9月 2kg 3

3kg 38
4kg 4
5kg 2
6kg 1
9kg 1

10月 3kg 9
4kg 8
6kg 1
7kg 1

11月 3kg 2
4kg 3
9kg 1

12月 4kg 1
6kg 1
9kg 1
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付表 2 雌の県別月別体重階級別の発達段階ごとの出現数（つづき） 

 

 

雌 月 体重 IM CA EV MV LV GVM HY MV,LV+POF GVM+POF AT
宮崎 2月 10kg 6

11kg 2
12kg 1
15kg 1

4月 6kg 1 1
高知 1月 7kg 1

8kg 1 1
9kg 1

10kg 1
2月 8kg 1

10kg 1
11kg 1 1
12kg 1
14kg 1

3月 5kg 2
6kg 1
9kg 1 3 1

4月 5kg 1 2
6kg 2
8kg 1

三重 3月 6kg 1
8kg 4
9kg 1 1

11kg 2
12kg 2
13kg 1

4月 6kg 2 5 2
7kg 3
8kg 1
9kg 1

5月 5kg 1
6kg 1

静岡 2月 6kg 1 1
7kg 2
8kg 5 3 1

3月 6kg 3
7kg 4 1

4月 6kg 1 2
7kg 3 7 1
8kg 1 2

5月 3kg 2
4kg 1 4

千葉 3月 4kg 4
5kg 1
6kg 1 2 1
7kg 2
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付表 3 雄の県別月別年齢別の発達段階ごとの出現数    付表 4 雌の県別月別年齢別の発達段階ごとの出現数 

 

雄 月 年齢(4月起算) IM ES MS LS SP ERG LRG 雌 月 年齢(4月起算) IM CA EV MV LV GVM HY MV,LV+POF AT
鹿児島 2月 3.83 1 鹿児島 2月 3.83 6

4.83 2 4.83 1
3月 2.92 1 2 3 3月 2.92 1 1

3.92 4 3.92 1 1
4.92 2 4月 2.00 1 4

4月 2.00 8 1 3.00 6 1
3.00 2 6 4.00 13 1
4.00 1 2 2 5月 2.08 1 1 1

5月 2.08 1 1 3.08 2 1 2
3.08 8 1 1 4.08 1 1 4
4.08 1 1 1 10月 2.50 3
5.08 1 3.50 1

6月 3.17 1 11月 2.58 4
4.17 3 宮崎 4月 3.00 1 1
6.17 1 高知 1月 2.75 1 1

10月 2.50 1 3.75 1 1
11月 2.58 4 4.75 1

宮崎 4月 3.00 4 2月 3.83 1 1 1
高知 1月 2.75 1 4.83 2 1

3.75 1 2 3月 2.92 3
4.75 1 3.92 1

2月 3.83 3 1 4.92 1 1 1
3月 2.92 2 5.92 1

3.92 1 4月 2.00 1 1
4.92 3 2 3.00 2 1

4月 2.00 3 4.00 1
3.00 2 三重 3月 2.92 1

三重 2月 3.83 2 2 3.92 5 4
3月 2.92 1 6 4.92 2

3.92 6 2 3 4月 3.00 2 9 2
4月 3.00 2 5 3 6 4.00 1

4.00 1 1 5月 2.08 1
静岡 2月 3.83 2 2 3.08 1

3月 2.92 3 静岡 2月 3.83 5 1
3.92 3 3月 2.92 1

4月 3.00 4 6 3.92 2 1
5月 2.08 7 4月 3.00 5 5

千葉 3月 2.92 1 1 5月 2.08 1 6
千葉 3月 2.92 3 3
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Measurement of Spawning 
Frequency in Multiple 
Spawning Fishes 

J. ROE HUNTER and BEVERLY J. MACEWICZ 
Southwest Fisheries Center, 
National Marine Fisheries Service, N O M ,  
PO. Box 271, La Jolla, CA 92038 

ABSTRACT 

Methods for estimating the frequency of spawning in natural fuh populations using 
histological criteria are described using the northern anchovy, Engmulis mordar, 
as an example. Illustrations and descriptions are provided of oocytes in mature 
ovaries, postovulatory follicles, and atretic follicles. Fwtovulatory follicles are used 
to estimate frequency of spawning, and atretic follicles (which may be confused 
with postovulatory follicles) are useful in estimating sue at first maturity. Post- 
ovulatory follicles of four common commercial fishes, Sardinops saga, Merluc- 
cius gayi, Scomber japnicus, and Eulhynnus Iincalus, are also described and il- 
lustrated. Methods for estimating spawning frequency other than ovarian histology 
are also discussed, as is testing of the assumption of determinate annual fecund- 
ity in multiple spawning fishes. 

INTRODUCTION 

The egg production method of biomass estimation requires an 
estimate of spawning frequency. This requirement exists because 
the method was developed for fishes, such as the northern anchovy, 
which have indeterminate annual fecundity. In such, the standing 
stock of advanced oocytes gives no indication of annual fecundity 
because new spawning batches are recruited from small, unyolked 
oocytes during the spawning season. Thus, the rate of egg produc- 
tion can be calculated only from estimates of spawning frequency 
and batch fecundity made during a survey period. On the other hand, 
in some multiple spawning boreal fishes, including haddock, 
Melanogrammus aeglejnus, and whiting, Merlangius merlangus 
(Hislop 1975; Hislop et al. 1978; Hislop'), and other fishes 
(Yamamoto 1956), the stock of oocytes destined to be spawned in 
a season is identifiable at the beginning of the season. In such fishes, 
annual fecundity may be considered to be determinate even though 
the fishes may spawn repeatedly during the season and the standing 
stock of advanced oocytes at the beginning of the season is con- 
sidered to be equivalent to the annual fecundity. Hence, estimates 
of spawning frequency are unnecessary in fishes with determinate 
annual fecundity as long as the biomass survey includes the entire 
spawning period and nearly all of the stock of advanced oocytes are 
actually spawned. In some cases, not all the standing stock of oocytes 
are spawned and, consequently, potential annual fecundity is not 
realized during the spawning season. Documentation of the existence 
of determinate annual fecundity, and of its total utilization during 
the spawning season, is essential if the standing stock of oocytes 
is used to estimate spawning biomass. This is rarely done satisfac- 
torily, and in a number of cases we believe the presumption of a 
seasonally determined fecundity is probably false which may lead 
to serious errors in biomass estimation. Estimation of the frequency 
of spawning and batch fecundity is one way to test the assumption 
of determinate annual fecundity. 

The objective of this paper is to describe the methods for 
estimating frequency of spawning in natural fish populations. We 
begin with a brief discussion of histological methods, followed by 
a general description of the oocytes in an active ovary of northern 
anchovy, Engraulis mordar. We then describe the estimation of 
spawning frequency using aged postovulatory follicles (employed 
in the current method for biomass estimation of northern anchovy) 
and briefly discuss other methods. In the second section of the paper 
we discuss ovarian atresia, because histologists must be able to 
distinguish postovulatory follicles from atretic follicles, and knowl- 
edge of atresia is also necessary to separate postspawning females 
from immature ones. In the final sections we discuss tests of the 
assumption of determinate fecundity and future applications of 
histological classification of ovaries. 

Most of the descriptions and all of the data in this paper are for 
the northern anchovy. Nevertheless we have tried to bring out im- 
portant differences that may exist among species and to mention 
methodologies other than the ones we use for northern anchovy. 

HISTOLOGICAL METHODS 

All the techniques discussed in this paper involve, at least to some 
extent, histological examination of fish ovaries. In this section we 
briefly discuss the histological techniques used and comment on the 

Vohn R. G Hislop. DAFS Marine Lab., P.O. Box 101, Victorla Road, Aberdeen 
AB9 SDB, Scotland, pers. commun. 25 Oct. 1983. 
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procedures and time required to use histological classification for 
fish population work. 

for study of structures other than postovulatory follicles, for exam- 
ple, nuclear changes in oogenesis. 

Histological prepara t ion  of tissues 

Aimost all northern anchovy ovaries histologically examined for post- 
ovulatory follicles were fixed in 10% neutral buffered Formalin 
(NBF), embedded in Paraplast, and 6-pm serial sectioned slides were 
made and stained by Harris’ hematoxylin followed by Eosin counter 
stain. This procedure gave good results, and specific steps can be 
found in Luna (1968), Preece (1965), or most any histotechnique 
handbook. It is also possible to use resin embedding, sectioning on 
a rotary microtome, and Lee’s Methylene blue-basic fuchsin stain- 
ing (JB-4 Embedding Kit, Data Sheet No. 123, Polysciences, Inc., 
1982). This technique may be preferable for small ovaries or small 
pieces of ovaries, although it is more difficult to get many serial 
sections and may not be practical for larger ovaries. 

In addition to the instructions given in standard histotechnique 
texts, we found the following procedures and precautions to be use- 
ful in preparation of Hematoxylin and Eosin (H&E) sections of north- 
ern anchovy ovaries. 

Fixation-Bouin’s fixative gave better results than 10% NBF, but 
it required transferring ovaries into 70% ethanol within 1-2 d or the 
ovaries become hard and brittle. Transferring is possible in the 
laboratory but at sea it is often impractical. It is important to fix 
ovaries quickly and thoroughly, otherwise lysis or poor differentia- 
tion may occur. We insured proper exposure to fixative by slitting 
the abdomen of fish before fixing. In larger fish it is best to remove 
the whole ovary from the fish and preserve it separately. It is even 
better to cut a I-cm section from the midsection and preserve it in 
ample fixative. Initial freezing of whole fish or ovaries is not recom- 
mended; fixation after freezing results in poor-quality H&E sec- 
tions in which postovulatory follicles cannot be consistently 
identified, thus producing substantial errors in the estimation of 
spawning frequency. In addition, the process of thawing may cause 
lysis of hydrated oocytes. 

Infidtration-Hardening of ovaries may occur if time spent in xylene 
or toluene is not kept at a minimum or if temperature of paraffin 
is not kept below 60°C. 

Sectioning-It is necessary to have 10-20 good serial sections per 
slide for histological analyses. Cold (4°C) blocks and knives usual- 
ly improve sectioning. If shattering occurs, it is possible to soak 
blocks (prefaced-oft) in ice water for a short time (1-15 min) to im- 
prove sectioning with little or no shattering. 

Mounting-Wiping slides with a very fine coat of Mayer’s Albumen 
Affixative and drying mounted slides are often necessary to keep 
sections attached to slides. By mounting as many sections as possi- 
ble on a slide, it may be possible later to microscopically trace ques- 
tionable structures. 

Staining-The standard procedure for Harris’ Hematoxylin and 
Eosin staining is quick and easy, and results in good staining of post- 
ovulatory follicles. Initially a trial run is necessary to find out the 
optimal amount of time spent in each stain. Other stains, i.e., 
Mason’s Trichrome, periodic acid-Schiff reagent, or Heidenhain’s 
iron hematoxylin, can also be used except they often require more 
time or more elaborate techniques. These stains may be preferable 

Rates of Processing and Classification 

The production of slides depends largely upon the capacity of the 
automatic tissue infiltrator and the number of histotechnicians. In 
small research laboratories (infiltrator capacity = 30 samples per 
batch) production of 100-150 H&E slides (one ovary per slide) per 
week for one person is close to the maximum rate of production. 
Thus, for production work it is preferable to use commercial 
histological laboratories where H&E slides can be produced more 
quickly at a cost of (in 1983) about $4.00/slide. 

The time required to classify each slide of ovarian tissue (about 
IO sections per slide) depends upon the amount of detail recorded. 
If only spawning frequency is estimated (ageing postovulatory 
follicles and identification of hydrated oocytes), one person can 
classify about 1,OOO slides in 25 d (8 h/d). Two to three times as 
much time is required if all other significant histological charac- 
teristics of the ovary are recorded, including the presence and abun- 
dance of alpha through delta stages of atretic yolked and unyolked 
oocytes and the relative abundance of oocyte classes. We have 
employed this detailed system over the years to provide a complete 
record of the condition of the ovary. However, our analysis indicates 
that the system can be simplified by identifying only hydmted oocytes, 
two age classes of postovulatory follicles, and by classifying ovaries 
into three atretic states (defined in a subsequent section). This reduces 
classification time per ovary to nearly the equivalent of that required 
to estimate only spawning frequency, yet the ability to identify major 
changes in atretic condition, and to separate postspawning females 
from immature females, is still maintained. 

HlSTOLOGlCAL CHARACTEFUSTICS 
OF OOCYTES 

The northern anchovy is a multiple spawning fish (Hunter and 
Goldberg 1980) with asynchronous oocyte development, Le., oocytes 
in many stages of development occur simultaneously in reproduc- 
tively active ovaries (Wallace and Selman 1981). During the spawn- 
ing season, oocyte development is a continuous process involving 
all stages of oocytes, with a new spawning batch maturing every 
week to 10 days in peak spawning months (Hunter and Leong 1981). 
The average female anchovy spawns at least 20 times per yr, yet 
within the ovary only 1-3 potential spawning batches of yolked 
oocytes exist and fewer than 10 potential batches exist when all 
oocytes X.1 mm are included (Hunter and Leong 1981). Oocytes 
G0.l mm constitute the reservoir of oocytes that are present in ovaries 
year-round in inactive as well as active ovaries. Little or no atresia 
occurs among oocytes in this size range. Thus, in anchovy spawn- 
ing, batches must be recruited from the reservoir of oocytes G0.1 
mm to account for the observed frequency of spawning. This means 
the fecundity of northern anchovy is clearly seasonally indeterminate. 

Oocyte development and maturation in teleosts, reviewed recent- 
ly by Wallace and Selman (1981), has been frequently subdivided 
into many stages (Yamamoto 1956; Lambert 1970b), but a simpler 
histological classification system seems appropriate for the purpose 
of this manual. We have combined the stages of past authors into 
four oocyte classes (unyolked, partially yolked, yolked, and 
hydrated), and we describe below for the northern anchovy the 
histological characteristics of each class. 
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Unyolked Oocytes 

This class includes all oocytes without yolk that are between about 
0.04 and 0.35 nun (Fig. la, b). Oocytes <0.04 nun are excluded 
because they consist mostly of “oogonial nests,’’ have no true folli- 
cle layer, and appear not to undergo degeneration (Fig. lb). The 
smaller oocytes within this class (0.04-0.15 mm) are spherical, have 
a large nucleus, and have cytoplasms that are narrow, homogeneous, 
and very densely stained with hematoxylin (Fig. Ib). A very thin, 
single layer of elongated, spindle-like cells (the beginning of the 
granulosa layer) surrounds these small oocytes. The large oocytes 
in this class are oval; their cytoplasm stains faintly with hematox- 
ylin and has a cloudy, mottled appearance (Fig. Id). The oval nucleus 
of these oocytes contains several nucleoli and is surrounded by a 
granular perinuclear zone. In these larger oocytes a thin, definite, 
hyaline membrane which has a faint eosinophilic stain (percursor 
of the zona radiata) appears between the oocyte and the growing 
follicle. The follicle consists of a narrow, single, inner layer of 
cuboidal granulosa cells and a single outer layer of flat elongated 
thecal cells with some blood capillaries. The larger oocytes also 
may have some small vesicles in the periphery of the cytoplasm. 
These vesicles are at times difficult to distinguish and they seem 
to disappear in yolked oocytes. No oil vacuoles exist, as northern 
anchovy eggs do not contain oil droplets. 

Partially Yolked Oocytes 

Oocytes in this class are in the early stages of yolk deposition 
(vitellogenesis) and range in size from 0.3 to 0.5 nun (major axis) 
(Fig. Id, g). The class includes oocytes in the initial stage of yolk 
deposition up to and including those in which yolk granules or 
spherules extend 3/4 of the distance from the periphery to the 
perinuclear zone. Yolk deposition starts at the periphery of the oocyte 
cytoplasm as small eosinophilic staining granules and then subse- 
quently spreads internally until it nearly reaches the finely granular 
perinuclear zone. Usually by this time the granules have become 
small spherules. The oval-shaped nucleus of oocytes in this class 
contains several nucleoli. At the time yolk appears in the oocyte, 
delicate striations appear on the hyaline membrane between the 
oocyte and follicle layer and it is henceforth referred to as the zona 
radiata. As maturation proceeds, the follicle layer becomes wider 
due to an increase in the width and proliferation of the granulosa 
cells. The thecal cells do not increase in size but remain elongated, 
flat cells with occasional blood capillaries, and form a thin outer 
covering to the follicle. The thecal cells do not change until hydra- 
tion, when they become even flatter and have a stringy appearance. 

Yolked Oocytes 

Oocytes in this class range from 0.45 to 0.80 nun (major axis) and 
all contain yolk spherules or globules throughout the region between 
the periphery of the oocyte and the perinuclear zone (Fig. IC, d). 
As vitellogenesis continues, the yolk varies from spherules in the 
smaller oocytes to large globules in the larger ones. Just prior to 
spawning (<24 h) the globules fuse to form yolk plates (Fig. lh). 
Such oocytes are excluded from this class, since this characteristic 
is diagnostic of the last (hydrated) class of oocytes. The nucleus of 
oocytes in the yolked class is oval with numerous nucleoli and is 
centrally located until just before hydration, when it migrates to the 
animal pole. The granulosa cells have a wide rectangular shape in 

cross section and a large oval nucleus; their walls are clearly evi- 
dent in sagittal section where they form polyhedrons. The zona 
radiata is a wide, striated, eosinophilic band until hydration, when 
it stretches thin and the striations seem to disappear. 

Hydrated Oocytes 

These oocytes range in size from 0.75 to 1.2 mm (major axis) (Fig. 
Ig, h). Hydration (rapid uptake of fluid by the follicle; Fulton 1898) 
begins at about the time the nucleus has completed its migration 
to the animal pole (Fig. le, f) and yolk globules have begun to fuse, 
forming yolk plates. The nucleus of a hydrated oocyte is not visible 
because after the nucleus has arrived at the animal pole the nuclear 
membrane disintegrates, dispersing its contents into the cytoplasm. 
During hydration, all yolk globules fuse into plates and the oocyte 
expands greatly, stretching the granulosa and thecal cell layers. At 
this time the granulosa cells in cross section appear as long, thin 
rectangles, the thecal cells are extremely flat and have a string-like 
appearance, and the zona radiata is very thin and lacks striations. 
Hydrated oocytes are the most ephemeral of all oocyte classes since 
this stage lasts for less than a day, whereas the other stages are always 
present in reproductively active anchovy ovaries. Migratory nuclei 
may be seen as early as 24 h before ovulation, but hydrated oocytes 
in which all globules are fused to form yolk plates do not occur 
earlier than 12 h before spawning. We have observed no atresia in 
hydrated oocytes; apparently, in northern anchovy, nearly all hydrated 
oocytes are ovulated. 

The hydrated oocyte stage in northern anchovy begins when the 
nuclear membrane disintegrates and ends at ovulation. As this was 
an arbitrary decision, the duration of this stage could be increased 
by including the period of nuclear migration. This broader defini- 
tion of the hydrated stage might be useful when sampling occurs 
before complete hydration or if hydration occurs very rapidly, as 
might be the case in tropical fishes. 

ESTIMATION OF 
SPAWNING FREQUENCY 

Postovulatory Follicle Method 

In northern anchovy, each hydrated oocyte is surrounded by a thin- 
ly stretched follicle of an inner, epithelial layer of granulosa cells 
and a single, outer connective tissue layer of thecal cells with some 
blood capillaries. At ovulation, the fully hydrated oocytes are released 
from their encompassing follicles. The follicle does not fragment 
and pass out of the ovary with the hydrated oocyte but retains its 
integrity. The follicle collapses away from the opening formed for 
the release of the hydrated oocyte into the lumen and remains in 
the ovary as an evacuated follicle, or postovulatory follicle. Spawn- 
ing occurs simultaneously with ovulation or in <60 min after ovula- 
tion. Initially, the postovulatory follicle is a distinct structure, but 
it rapidly deteriorates and is resorbed. In northern anchovy, by 48 
h after ovulation postovulatory follicles can no longer be accurate- 
ly discriminated from the intermediate stages of atretic oocytes. 

To use postovulatory follicles for estimation of spawning fquency, 
it is necessary to divide the deterioration and resorptive processes 
of the follicle into a series of distinct histological stages, each with 
an assigned age (time from spawning). This requires a series of ovary 
samples taken at regular intervals from the time of spawning and 
can be accomplished by spawning fish in the laboratory (Leong 1971) 
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a -  

Figure 1.-Development of northern anchovy ovary at various magnifications. Stain = H&E; bar = 0.1 mm. 

a) Immature ovary consisting of unyulked oocytes and no atresia. h) Enlargement of (a) showing small, spherical, unyolked oocytes (u) 
with a large central nucleus and “oogonium nests” (0). 

c) Normal, matore ovary with many fully yolked oocytes (Y). d) All stages of oaytes: unyoked 0, partially yolked 0, and yolked 
(W, are present in normal mature ovaries. (B = granulosa epithelial 
cell layer; z = zona radiata; n = nucleus; y = yolk globules.) 

e) Prespawning onvy showing oocytes in the migratory nucleus stage 
(M) . 

. 0 Enlargement of a migratory nucleus oocyte 0. (n = nucleus; 
y = yolk globules.) 

g) Imminent (<U h) spawning ovary with hydrated oncytes gr) still 
within their follicle layers. (U = nnyolked; P = partially yolked.) 

h) Enlargement of a hydrated oocyte. Note that the yolk glohules have 
fused into yolk plates b p ) ,  and there is no prominent nucleus due 
to disintegration of the nuclear membrane. 
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or by sampling spawning schools over a 24-h period in the sea 
(Goldberg et al. 1984; Alheit et al. 1984). The latter approach re- 
quires estimating the average time of spawning for the population 
and has somewhat greater uncertainties than the preferable labora- 
tory approach. At moderate temperatures ( 4 6 ° C )  we recommend 
taking samples of at least 10 females with postovulatory follicles 
at 4-h intervals for 3-4 d. At higher spawning temperatures, e.g., 
28-30°C, sampling at 1-2 h intervals might be required. Once the 
classification criteria and stages are defined, it is necessary to con- 
duct a blind classification of ovaries that include females with all 
stages of postovulatory follicles as well as those without these struc- 
tures. The classification system we employ for northern anchovy 
is described below, and the results of the original blind classifica- 
tion are given in Hunter and Goldberg (1980), although our level 
of accuracy has considerably improved since that initial test. 

Age “0 Day” postovulatory follicles in anchovy-Included in age 
0-day postovulatory follicles are those new, remnant, evacuated 
follicles that are from 0 to 23 h old. In our surveys, however, we 
include in this age those postovulatory follicles about 0 to 5 h old 
since we trawl for northern anchovy only during the nightly spawn- 
ing period (1800-0300 h). In laboratory-spawned females sacrificed 
0-4 h after spawning, the new postovulatory follicles show no signs 
of degeneration but they may undergo some structural changes. At 
ovulation, while the follicle is collapsing, the follicle cell layers, 
appearing cord-like, form loose folds or loops. The granulosa cells, 
which had been extensively stretched during hydration, appear 
elongated and narrow with a large prominent nucleus in the center 
(Fig. 2a); the thinly stretched thecal layer thickens and becomes 
more noticeable. After spawning, the fully collapsed postovulatory 
follicle is a much more tightly folded or looped structure. It is 
relatively large, irregular in shape, with an irregular lumen which 
frequently contains eosinophilic granules of uncertain origin. The 
granulosa cells of this new postovulatory follicle (age-0 day) are 
characteristically columnar or cuboidal and in some cases have 
hypertrophied slightly; these cells are arranged orderly along the 
edge of the lumen with their cell walls usually evident and possess- 
ing prominent nuclei. The nucleus of the granulosa cells may be 
located at either the apex or base of the cell. In field-caught fish, 
the follicles with apical nuclei appear to occur in fish taken near 
the time of spawning and those having basal nuclei somewhat later 
(Fig. 2b, c). After spawning, the thecal cell layer is more clearly 
defined, adheres closely to the granulosa layer, and contains blood 
capillaries. 

We use the above characteristics of the follicle plus no signs of 
follicle degeneration as the diagnostic characteristics of postowlatory 
follicles of age 0-day. Our surveys occur only at about the time of 
spawning, about 1800 to 0300 h, an insufficient period for signifi- 
cant follicle degeneration to occur. If sampling times were extended 
6-8 h or longer after the peak hour of spawning, early degenerative 
follicle characteristics would have to be included as a characteristic 
of age 0-day postovulatory follicles. Degeneration appears to start 
6-8 h after spawning in northern anchovy. The first sign of degen- 
eration is the presence of a few pycnotic nuclei in the granulosa cells, 
followed shortly by the migration of a few lymphocytes into the 
postowlatory follicle; finally a few vacuoles appear in the granulosa 
layer. In northern anchovy, all of these events occur before the post- 
ovulatory follicle is 12 h old. 

Age “1 Day” postovulatory follicles in anchovy-Degeneration 
is pronounced in postovulatory follicles examined about 24 h after 
spawning. The characters we use to classify postovulatory follicles 
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as age I-day are those that appear between 19 and 28 h after spawn- 
ing, since our surveys occur only near the time of spawning. We 
describe follicles of age 19-28 h and subsequently discuss identifica- 
tion of older follicles. 

By 19-28 h after spawning, the regressing postovulatory follicle 
is greatly shrunken and has fewer folds, hence a less irregular form 
than a new postovulatory follicle. The lumen, which is much re- 
duced, may contain some granular material, although not as much 
as occurs in the lumen of May postowlatory follicles. The granulosa 
cells of the follicle no longer have the orderly alignment character- 
istics of age 0-day postovulatory follicles, although some pattern 
in arrangement of cells can still be seen. Some of the nuclei of the 
granulosa cells are pycnotic, vacuoles are common, and only few 
of the cell walls are intact. The underlying layer of thecal cells is 
present, although less distinct, than in an age 0-day postovulatory 
follicle (Fig. 3). 

Postowlatory follicles older than 28 h in anchovy-Classification 
beyond 28 h becomes difficult as the follicle continues to degenerate, 
and by 48 h it may easily be confused with the beta stage of atretic 
follicles (see section on atresia). A postovulatory follicle 48 h old 
is one-half to one-fourth the size of 24-h-old follicles, the lumen 
is much reduced or absent, and no eosinophilic granules are pres- 
ent. Cell walls are absent in the remaining granulosa layer tissue, 
and a few vacuoles or pycnotic nuclei may be seen. The theca is 
present but is often indistinct as it becomes incorporated into the 
ovarian connective tissue stroma. The number of postovulatory 
follicles in the ovary appears to be reduced by 48 h after spawning. 
Fewer follicles may be present because they were resorbed or, alter- 
natively, fewer may be seen per section because of the growth of 
the larger oocytes. We believe that by 3-4 d after spawning all post- 
ovulatory follicles have been resorbed, although they might produce 
a structure that is indistinguishable from delta-stage atretic follicles. 
However, delta-stage atretic follicles are far less numerous in the 
ovary than new postovulatory follicles. 

Postovulatory follicles in other fishes-The structure of ovaries 
among teleosts is relatively similar to anchovy especially in species 
that spawn unadorned pelagic eggs. As far as we can ascertain, the 
postovulatory follicles of such fishes differ only in minor details 
from the descriptions we have provided for the northern anchovy. 
The postovulatory follicles of the Peruvian anchovy, Engraulis 
ringens, is identical in all respects to that of the northern anchovy, 
regardless of follicle age, and hence will not be discussed further. 
We illustrate and briefly describe postovulatory follicles of four other 
species to indicate the variation in these structures among common 
commercial fishes that spawn unadorned pelagic eggs of about 1 
mm diam. These fishes include Pacific sardine, Surdinops saga, 
Chilean hake, Merluccius guyi, chub mackerel, Scomber japonicus, 
and black skipjack, Euthynnus lineatus. 

The new postowlatory follicle (near the time of spawning) of these 
four species has the following characteristics in common with north- 
ern anchovy: a very convoluted shape with many folds or loops; 
a lumen containing some granular or particulate material; a definite 
granulosa epithelial cell layer lining the lumen; linearly arranged 
granulosa cells of cuboidal or columnar shape which contain a pro- 
minent nucleus; a definite thecal connective tissue layer with blood 
capillaries; and, most importantly, no degeneration of the follicle. 
Various minor differences from anchovy in the appearance of a new 
postovulatory follicle are mentioned below. The new postovulatory 
follicles of chub mackerel seem to differ from anchovy only in the 
presence of fewer granules in the lumen just after spawning (Fig. 
4a, b). In the Chilean hake, the granulosa layer at the time of spawn- 



Figure 2.-Postovulatory follicles of age 0-day; elapsed time from spawning about 0-6 h. In a ,  b, and E, bar = 0.1 mm; in d,  bar = 0.05 mm; g = granulosa 
epithelial cell layer; t = thecal connective cell layer; and L = lumen of follicle. 

a) At ovulation the postovulatory follicle (arrow) collapses away from the 
hydrated oocyte (H). 

h) Newly collapsed follicle with nuclei (n) at the apex of the granulosa cells 
(g). Elapsed lime from ovulation <I h. 

c) Follicle with the nuclei (n) at the base of the granulosa cells (g). Elapsed 
time from spawning is 1-6 h. 

d) Enlargement of follicle age 0-day (from Hunter and Goldberg m). 
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Figure 3.--Postovulatory follicles of age 1-day; elapsed time from spawning about 24 h. Degeneration of the follicle is pronounced b) 24 h. In a, h. and c. bar 
= 0.1 mm; in d,  bar = 0.05 mm; g = granulosa epithelial cell layer; t = thecal connective cell layer; I, = lumen of follicle. 

a ,  b) Follicles from sea-caught anchovies; the next batch of lnlked m y t e s  (Y) is wident. 

c, d) Follicle from anchov) spawned in the lahorator) (fram Hunter and Goldberg @EO). 
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Figure 4.-New postovulatory follicles of four species of marine fishes. Bars = 0.1 mm; p = beta atresia; g = granulosa epithelial cell layer; 
t = thecal connective cell layer. 

a) Chub mackerel, Scomber japonicus, at ovulation, and h) 1 h after spawning (laboratory-induced wilh hormone,). In both 
sections (a) and (b), a single beta-stage atretic fullicle u) i? present; 
in (a), the atretic follicle contains U-I3 vacuolated area9 which may 
be remnants of the oil droplet. 

d) Black skipjack, Eulhynnus l ineahq at the time of spawning 
(hydrated oocytes were in lumen of the ovary). Histological material 
from K. Schaefer, IAITC, La Jolla, CA. 

0 At ovulation (laboratory-induced with hormones). 

c) Chilean hake, MerIuccius gayi. Histological material from S. R. 
Goldberg, Whittier College, Whittier, CA. 

e) Pacific sardine, Sardinops saga, from Peru after spawning at sea. 
Histological material from S. R. Goldberg, Whittier College, Whit- 
tier, CA. 
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ing appears to be coiled up inside a less irregular thecal layer cover- 
ing, and the lumen is less distinct than anchovy and contains many 
fewer granules (Fig. 4c). The follicles of black skipjack differ from 
anchovy only by the presence of a thicker thecal layer that adheres 
to the granulosa cells (Fig. 4d). The only differences between sar- 
dine (Goldberg et ai. 1984) and anchovy in the appearance of new 
postovu!atory follicles are the slightly longer columnar granulosa 
cells, the occurrence of more particles in the lumen, and a few 
vacuoles in the granulosa cells of the sardine (Fig. 4e). During ovula- 
tion the sardine follicle may have quite a different appearance from 
the anchovy as the granulosa layer contains numerous vacuoles and 
the cells are more strongly hypertrophic (Fig. 40. These differences 
in the appearance of new postovulatory follicles seem trivial relative 
to their overall similarities, indicating that the new postovulatory 
follicles of most fishes should be easy to identify using the general 
characteristics we have described. 

We now consider the characteristics of degenerating postovulatory 
follicles in these four species and how they compare to the descrip- 
tions for the northern anchovy. The four species have the following 
characteristics in common with anchovy: an irregular shape that 
is smaller and much less convoluted than a new postovulatory folli- 
cle; the presence of a lumen, although the size may be greatly 
reduced; degeneration of granulosa cells (pycnotic nuclei, few cell 
walls, vacuoles usually present, and lack of alignment of nuclei); 
and an identifiable thecal layer. The degenerating postovulatory folli- 
cle (about 24 h old) of chub mackerel differs from the anchovy 
because a few red blood cells may occur among the granulosa cells 
and in the lumen and because very few vacuoles occur in the 
granulosa layer (Fig. 5a). Bara (1960) noticed red blood cells in the 
lumen of a degenerating postovulatory follicle of the Atlantic 
mackerel, Scomber scombrus, indicating this may be a common 
characteristic of Scomber. In the degenerating postovulatory follicles 
of the Chilean hake, some of the pycnotic granulosa cells appeared 
to have been sloughed into the lumen, a characteristic not seen in 
anchovy ovaries, and the granulosa cells contained very few vacuoles 
relative to the anchovy (Fig. Sb). In addition, the thecal layer in 
the hake now appears to be in closer contact with the remaining 
granulosa layer than it is in a new postovulatory follicle. The 
degenerating follicles in black skipjack differ from anchovy by the 
presence of a much thicker thecal layer surrounding the granulosa 
layer (Fig. 5c). The degenerating follicle of the sardine (age about 
24 h) differs from the anchovy and from a new sardine postovulatory 
follicle by having a considerably thicker thecal layer and by the 
separation of the granulosa layer from the thecal layer. In addition, 
the degenerating granulosa cells of the sardine may be enlarged 
slightly and may be sloughed into the lumen (Fig. 5d). These dif- 
ferences among degenerating postovulatory follicles indicate minor 
differences in oocyte structure and perhaps differences in the pat- 
tern of resorption among species. However, our descriptions for 
northern anchovy can be used as a general guide for identification 
of pstovulatory follicles in these and presumably other species. After 
identification of postovulatory follicles, it is best to age them by 
laboratory experiments or round-the-clock sea samples (see previous 
section). 

A cautionary note on ageing postovulatory follicles-The per- 
sistence of postovulatory follicles in the ovary of the northern an- 
chovy and the Peruvian anchovy is the same, and it appears that 
Pacific sardine may have a similar duration. These species spawn 
at moderate temperatures, 13-19°C. In tropical species that spawn 
at high temperatures, spawning frequency, resorption of postovulatory 
follicles, and ovarian maturation all may be accelerated. For exam- 

ple, the dragonet, Cullionymus enneuctis, spawns daily at 28-30°C, 
and postovulatory follicles are not seen LS h after spawning and were 
only clearly distinguishable up to 3 h after >pawning (Takita et al. 
1983). Clearly in such a rapidly maturing ovary, postovulatory 
follicles would be highly transitory in nature. Thus, the duration 
of postovulatory stages must be newly estimated for each species, 
and an assumption that the duration of these stages in a new species 
is similar to northern anchovy is highly speculative. 

Anatomical Maturity Scales 
and the Gonosomatic Index 

Systems for grading ovaries according to macroscopic characteristics 
have long been used in fishery research; they include the Hjort scale 
(Bowers and Holliday 1961) and numerous others (see, for exam- 
ple, Holden and Raitt 1974; Macer 1974; Foucher and Beamish 1977; 
and Robb 1982). Typically, these systems include an immature stage, 
several stages for maturing ovaries, one for active ovaries, 1-2 stages 
for hydrated ovaries (“ripe” or “running ripe”), and various stages 
for “spent” ovaries. At present only the hydrated oocyte stage or 
stages have sufficiently distinct macroscopic characteristics (large 
ovary size, large hyaline oocytes) to be of value for estimating spawn- 
ing frequency. 

The terminology used in maturity scales to identify “spent” ovaries 
is confusing, as “spent” may refer to ovaries with new postovulatory 
follicles or to atretic postspawning ovaries. Macer (1974) used the 
terms “spent” and “partially spent” to make this distinction. At 
present the anatomical stages that seem to be equivalent to post- 
ovulatory ovaries are too ambiguous to be used to estimate spawn- 
ing frequency. It might be possible using a laboratory calibration 
to identify some macroscopic characteristics that could be used to 
identify postovulatory ovaries for a short time after spawning. On 
the other hand, hydrated ovaries and postovulatory ovaries (<24 h 
old) have similar sampling biases. Thus, the need to develop such 
anatomical criteria is not great unless postovulatory ovaries could 
be detected macroscopically 24 h after spawning, which seems 
unlikely. 

The gonosomatic index (GS1)-the ratio of ovary weight divided 
by fish weight or the equivalent (Davies 1956)-can be used to detect 
hydrated ovaries since the wet weight of hydrated ovaries is two to 
four or more times that of other maturity stages. However, the GSI 
has the inherent problem that dividing by an expression of body 
siLe usually does not compensate completely (“normalize”) for the 
effects of fish size (Davies 1956; Vlaming et al. 1982). For the same 
reproductive state, small fish usually have a lower GSI than do larger 
fish, and this effect increases with maturation of the ovary (Vlam- 
ing et al. 1982; Hunter and Goldberg 1980). In other words, ovary 
weight increases faster with fish length than does somatic weight. 
The assumption underlying the GSI is that ovary weight/fish weight 
relation has the same slope for different maturity stages; this is clear- 
ly not the case. Thus for accurate detection of hydrated ovaries, 
regression analysis or other techniques are probably preferable to 
the simple ratio. Gonad weight has the same ambiguities as do the 
maturity scales when used to detect other maturity stages. Post- 
ovulatory ovaries differ little in weight from the earlier stages of 
postspawning (atretic) ovaries. 

In  summary, the traditional methodologies for assessment of 
reproductive condition other than histology (anatomical maturity 
scales, and GSI) can be used to identify females with hydrated 
ovaries. The incidence of such females with hydrated ovaries might 
be used to provide at least a crude index of spawning frequency (see 
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Figure S.-Degenerating postovulatory follicles in four marine fishes. Bars = 0.1 mm; g = granulosa epithelial cell layer; t = thecal connective cell layer; 
h = red blood cells. 

a) Chub mackerel 24 h after spawning (laboratory-induced with hormones). h) Chilean hake. (Histological material from S. R. Goldberg, Whittier Col- 
lege, Whittier, CA. 

d) Pacific sardine from Peru about tz h after spawning. Hktologieal material 
from S. R. Goldberg, Whittier College, Whittier, CA. 

c) Black skipjack. Histological malerial from K. Schaefer, I A X ,  La Jolla, 
CA. 
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below). These methods are useful, however, for estimating the dura- 
tion of the spawning season, and they could possibly be used to pro- 
vide a size or age-specific index of the relative duration of the season. 
At present these methodologies alone cannot be used to accurately 
identify in multiple spawners either postovulatory females or post- 
spawning females, but it is possible that the GSI or maturity scale 
could be calibrated using histological detection of spawning fre- 
quency. Such a calibration would be worthwhile where a long 
historical record of GSI or maturity-scale determinations existed, 
because little is known of the interannual variation in spawning fre- 
quency in marine fish stocks. The technique of estimating spawn- 
ing frequency using anatomical detection of females with hydrated 
ovaries is discussed in the next section. 

Hydrated Oocyte Method 

The incidence of females with hydrated oocytes can provide a quan- 
titative estimate of the frequency of spawning in natural populations. 
Using this technique, DeMartini and Fountain (1981) found that the 
percentage of female queenfish, Seriphus polirus (Family Sciae- 
nidae), spawning per day averaged 13.6% over a 4-5 mo spawning 
season indicating that the mean interval between spawnings was 
7.4 d. The chief advantage of the hydrated oocyte method is that 
spawning frequency estimates can be made using gross anatomical 
examinations of ovaries, and extensive histological processing and 
analysis are not required. Two preliminary steps required for estima- 
tion of spawning frequency using this method are outlined below. 

1. Verification of gross anatomical criteria-The anatomical 
criteria used to identify hydrated ovaries must be verified using 
standard histological criteria, although advanced hydrated ovaries 
are relatively easy to identify from anatomical criteria or their weight 
(see Hunter et al. 1985; DeMartini and Fountain 1981). In addition, 
it is important to examine histologically the hydrated ovaries from 
females captured over the entire hydration period to determine the 
range of stages of hydration that are anatomically detectable. 

2. Estimation of the optimal time for sampling-To estimate 
spawning frequency using the incidence of females with hydrated 
ovaries, females must be sampled prior to the onset of spawning, 
but at a time sufficiently close to the onset of spawning, so that all 
females destined to spawn are detectable using gross anatomical 
characteristics of the ovary. In addition, the duration of the period 
of hydration must be established and it must be documented that 
nearly all hydrated oocytes are spawned in less than 24 h. These 
determinations require that a series of samples of females be taken 
at regular intervals at sea over 2448 h (see DeMartini and Foun- 
tain 1981). The optimal time for sampling females with hydrated 
ovaries can be determined from this series and biases caused by the 
onset of spawning or by the failure to detect hydration can be avoided. 

The chief advantage of the hydrated ovary method over the use 
of the postovulatory follicles is that histological examination is not 
necessary after the preliminary work outlined above. On the other 
hand, our data on northern anchovy indicate three actual or possi- 
ble disadvantages. First, sampling for the incidence of females with 
hydrated ovaries can be done only during a very limited portion of 
each day. In anchovy this period is probably 6 h or less, whereas 
females with day-old postovulatory follicles can be sampled at any 
time of day. The second possible disadvantage is that females with 
hydrated ovaries may be more vulnerable to trawls and perhaps other 

fishing gear than females in other reproductive states. This may bias 
an estimate based on hydrated ovaries. We find that spawning fre- 
quency estimates based on the number of female northern anchovy 
with hydrated ovaries and new postovulatory follicles can as much 
as double those estimates based on the incidence of day-old post- 
ovulatory follicles. However, this bias may be the result of the trawl 
oversampling the depth strata where hydrated females are abundant 
rather than a lack of avoidance by hydrated females. The third dis- 
advantage of the hydrated ovary method is that incidence of females 
with hydrated ovaries is contagiously distributed among fish samples 
whereas females with day-old postovulatory follicles are not (Hunter 
and Goldberg 1980; DeMartini and Fountain 1981). This increases 
the variances of the estimate and demands a larger sample sue. The 
contagion is probably caused by the separation of fish prior to spawn- 
ing into groups composed mostly of males and hydrated females 
and other groups with fewer males and non-hydrated females. 

Despite its actual and possible disadvantages, the simplicity of 
the hydrated ovary method is appealing. It seems a useful initial ap- 
proach, especially since past estimates of spawning frequency were 
based on various speculative arguments (number of modal groups 
of oocytes in the ovary, or standing stock of yolked oocytes) and 
were in error by a factor of ten or more. The hydrated ovary method 
certainly provides a useful first approximation of spawing frequen- 
cy at a relatively low cost. 

ATRESIA 

In northern anchovy, as well as in most other seasonal spawning 
fishes, a low incidence of oocyte atresia (degeneration of oocytes) 
occurs throughout the spawning season but becomes marked as the 
spawning season closes and the remaining advanced oocytes in the 
ovary are resorbed. The incidence of atresia is not used directly 
in the estimation of spawning biomass using the egg production 
method, but it is important for several other reasons: 1) A general 
knowledge of atresia is required to age postovulatory follicles because 
some stages of follicular atresia are very similar in appearance to 
late-stage postovulatory follicles; 2) it is a key histological marker 
for the cessation of spawning, and as a consequence can be used 
to determine whether or not a cruise period is optimal for biomass 
estimation (estimates near the end of the season have less preci- 
sion); 3) it is necessary for accurate estimates of size at first maturity; 
and 4) it is essential for separating immature females from those 
in postspawning condition, a distinction required by the egg pro- 
duction method. 

Atretic Stages 

Oocyte degeneration or oocyte atresia has been divided into four 
or more sequential stages. We use the nomenclature and general 
characteristics defined by Bretschneider and Duyvene deWit (1947) 
and Lambert (1970a), but details of the descriptions of individual 
stages are based on our examination of northern anchovy ovaries 
(Hunter and Macewicz 1985). 

During the initial stage of the atretic process, alpha (a), the en- 
tire oocyte is resorbed, including the yolk if present, by the hyper- 
trophying granulosa cells of the follicle. In the second stage, beta 
(J), the major degeneration and resorption of the follicle (granulosa 
and thecal cells) occurs. In the third, gamma (y), and fourth, delta 
(d), atretic stages, regression of the theca and granulosa cells con- 
tinues, greatly reducing the size of the follicle, and a yellow-brown 
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pigment appears in H & E sections. The histological characteristics 
used to identify these stages in northern anchovy are outlined below. 

Alpha stage atresia-In the alpha stage of atresia the oocyte is 
resorbed, leaving only the follicular layers. The early phase of alpha 
stage atresia is characterized by disintegration of the nucleus, evi- 
dent by an irregular shape and granular, dark, basophilic staining, 
and the disintegration of some of the yolk globules, indicated by 
less refractive globules, fused globules, or globules expanded and 
of less regular shape (Fig. 6a, b, c). The &ma radiata slowly dissolves 
as indicated by the loss of striations and uneven diameter (Fig. 6b). 
In the subsequent phase of alpha atresia, granulosa cells enlarge 
and upon rupture of the zona radiata invade the degenerating oocyte 
(Fig. W). Yolk adjacent to the invading granulosa cells liquifies (loses 
all structural integrity and appears as a homogeneous eosinophilic 
area), and becomes phagocytized by the granulosa cells as indicated 
by the presence of yolk in the vacuoles of these cells. The basophilic 
staining cytoplasm is also resorbed by the granulosa cells. In the 
alpha stage of atresia, blood capillaries and vessels are numerous 
in the thecal connective layer which does not proliferate or invade 
the oocyte but remains as a thin layer covering the granulosa cells. 
The alpha stage ends when resorption of the oocyte is complete (all 
cytoplasm and yolk are gone). The resulting structure (beta stage) 
is usually much smaller than the original oocyte. The subsequent 
atretic stages (beta-delta) are steps in the resorption of the remain- 
ing follicle and the structure at this point is called an atretic folli- 
cle, the term atretic oocyte being reserved for only the alpha stage 
of atresia. 

In unyolked oocytes, the alpha stage process is similar but with- 
out yolk (Fig. &, f). The nucleus disintegrates, the thin pre-zona 
radiata (if present) dissolves, and the granulosa cells enlarge and 
with only a slight proliferation phagocytize the unyolked oocyte. 
When resorption is complete, all that remains is the atretic follicle. 

Beta stage atresia-Initially the beta-stage atretic follicle is a com- 
pact structure composed of numerous disorganized granulosa cells 
surrounded by a thin thecal and blood vessel layer. The nucleus of 
some of the granulosa cells is pycnotic and many of the cells con- 
tain intracellular vacuole(s) that may be empty or contain amorphous 
particles. Occasionally one or more large intercellular cavities may 
exist among the granulosa cells (Fig. 7b, d). Preovulatory beta-stage 
atretic follicles containing such cavities may easily be confused with 
postovulatory follicles (older than 48 h), and as a consequence we 
do not age postovulatory follicles older than 48 h (Hunter and 
Goldberg 1980). In addition, small (older) beta-stage atretic follicles 
from yolked oocytes (Fig. 7c, d) are indistinguishable from beta- 
stage atretic follicles from unyolked oocytes. Thus, we do not iden- 
tify the original oocyte type undergoing atresia in beta or subse- 
quent atretic stages; such distinctions are made only for alpha-stage 
atretic oocytes. 

Three different patterns of atresia may occur at the conclusion 
of the beta stage: 1) The follicle may follow the classic pattern 
outlined by Bretschneider and Duyvene deWit (1947) and pass 
through subsequent gamma and delta stages (both characterized by 
increased pigmentation, see below); 2) the follicle may be completely 
resorbed during the beta stage, leaving no histological characteris- 
tics that can be identified; and 3) the follicle may pass directly from 
a beta stage structure to a delta structure without passing through 
the intervening g a m a  stage. In northern anchovy, either the dura- 
tion of the gamma stage is very short or few follicles pass through 
the gamma stage into the delta stage, because in regressing ovaries 
the incidence of gamma stages is very low compared to those of 
either beta or delta stages. 

Gamma stage atresia-The gamma-stage atretic follicle is usually 
much smaller than the typical beta stage follicle (Fig. 7e). The 
granulosa cells contain flocculent material of light-yellow hue, and 
have nuclei of very irregular shape. The granulosa cells are sur- 
rounded by many fewer thecal cells and blood vessels than occur 
in the beta-stage atretic follicles. Occasionally we see an atretic folli- 
cle of quite different appearance in anchovy ovaries which we classify 
as a gamma-stage atretic follicle; they are included in the gamma 
stage because they also contain flocculent material of light-yellow 
hue. In this case, the flocculent yellow material is extracellular rather 
than intercellular and the material is encapsulated by a layer of 
granulosa and thecal cells. It is possible that the extracellular floc- 
culent material is produced by the disintegration of granulosa cells. 

Delta stage atresia-The diagnostic characteristic of this stage is 
the presence of a dark yellow-brown, finely granular pigment in the 
granulosa cells (Fig. 70. The delta-stage atretic follicles are normally 
very small structures typically composed of 2-20 granulosa cells 
in the connective tissue stroma. Thecal cells and blood vessels no 
longer directly encompass the granulosa cells because they have been 
absorbed into the ovarian connective tissue stroma. 

Atretic States 

For population work it may be impractical to grade every ovary for 
the abundance of each of the four atretic stages. To simplify the 
assessment of atretic condition of the ovary, we have defined four 
atretic states which are based on some of the atretic stages described 
in the previous section. The duration of these states was estimated 
for anchovy in the laboratory and then assessed using starvation to 
trigger resorption of the ovary (Hunter and Macewicz 1985). In addi- 
tion, the spawning potential of sea-caught females that were classed 
in these states was estimated by calculating the incidence of females 
with postovulatory follicles and hydrated eggs within each atretic 
state (N > 5000); their results are summarized below. 

Atretic state 0-Females classed as atretic state 0 have yolked 
oocytes present and no alpha atresia of yolked oocytes. Beta stage 
atresia may be present but is not considered, as it cannot be separated 
with certainty from late-stage postovulatory follicles (>48 h old). 
Female anchovy in this state have a high potential of spawning, with 
spawning occurring at a frequency of every week to 10 d. 

Atretic state 1-Females with yolked oocytes in which <50% of 
the yolked oocytes are in the alpha stage of atresia. Frequency of 
spawning of females classed in this state is less than half of that 
in females of atretic state 0. Thus, atretic state 1 is an index of a 
decline in spawning rate (Table 1). Females appeared to persist in 
this state under natural conditions for extended and probably variable 
periods, but the state persisted in the laboratory under induced star- 
vation for only 5-7 d. Atretic state 1 is the most common atretic 
condition during peak spawning periods, and it can be used to detect 
differences in spawning between length classes; it appears to be a 
more sensitive index of differences in reproductive rate among length 
classes than is the incidence of postovulatory follicles (Hunter and 
Macewicz 1985). 

Atretic state 2-Females with yolked oocytes in which 250% of 
the yolked oocytes are in the alpha stage of atresia. Females in atretic 
state 2 persisted for about 9 d in the laboratory, and it seems to have 
a similarly short duration in natural populations. It is the best 
measure of the absolute rates of ovary resorption in the population 



Figure 6.-Alpha (P) stage atresia in yolked 0 and unyolked 0 oocytes. Bar = 0.1 mm. 

a, b) Yolked oocyte undergoing alpha atresia (Yo). Notice dark 
irregular nucleus (n), uneven dissolving zona radiata (z), hypertrophic 
granulosa cells 0; and alpha atresia of a large unyolked nocyte (Uo). 

c, d) Only remnants of yolk material e) remain among the invasive 
phagocytizing granulosa cells in this late phase of alpha atresia (Io). 
Note also the thecal layer (t) and the closely associated red blood cells 
(b). Y = yolked oocyte; Yo = alpha yolked atretic oocyte. 

e, 0 Unyoked oocytes in the alpha stage of atresia (Uo). Note enlarge- 
ment of granulosa @ and disintegration of nucleus (n). Yo = alpha 
yolked atretic oocyte; f i  = beta atretic follicle. 
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Figure 7.--Stages of atresia following complete yolk absorption. Bar = 0.1 mm. 

a ,  b) 'Qpical beta (B) stage atresia. Note the disorganized granulosa 
cells with some pycnotic nuclei (p) or intracellular vacuoles (v). t = 
thecal connective cell layer: c = intercellular cavities. 

c. d) Disintegration of granulosa continues in these older beta (~3) 
atretic follicles. Note the large intercellular cavity (c) and the promi- 
nent, contracted thecal cell layer (1). Also present is an unyolked oocyte 
in early alpha (Uo) stage and several delta (d) stage atresia cells. 

e) Two types of gamma (y) atresia seen in northern anchovy ovaries. 
Note flocculent material (0 and the thecal connective cell layer (0. 

0 Delta (d) stage atresia characterized by dark-yellow, fine, granular 
pigment and an irregular nucleus (n). 
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Table 1.-Histological classifications' of northern anchov) ovaries and the 
reproductive implications. PO = postovulatory. 

~ ~~~ ~ ~~ ~~~ ~~~~ ~~ ~~~~ 

Key histological 
Ovary State characteristics Reproductive implicarions 

Spawning States 
~ - ~~~~ ~~~ ~~ ~~~~~ ~~~ ~ 

A Hydrated Hydrated oocytes present Spawning u.111 occur i n  

C >12 h' 
1 

i Age &day PO Postowlatory follicles Spaunmg occurred <:4 

e 
V <24 h old h ago' 

Age I-day PO Posrovulatory follicles Spawning nccurred I d 
24-48 h old. ago? 

Atretic States 
A 0 
C 

t 
I 

V 1 
e 

I 2 
n 
a 
C 

1 

I 7 
" 
e 

Immature 

Yolked oocytes present. no 
alpha-stage atretic yolked 
wcytes. d? 

High prohdhihly of 
spawning withm 1-10 

Alpha stage atresia of Probability of spawning 
is half that of atretic yolked oocytes; 2.50% of 

yolked oocytes are state 0I 
affected 

Alpha stage atresia of 
yolked oocytes; 2 5 0 %  of 
yolked oocytes are 
affected (average 8 d p  

Probability of spawnmg 
= 0. may have had an 
active ovary 1-20 d ago 

No yolked oocytes present. Probability of spawning 
hela stage atresia = 0. may have had an 
present. active ovary 216-30 d 

ago6. 
Probability of spawning 

= 0: no evidence of 
past reproduction with- 
in last 30 or more d. 
May develop an active 
ovary within 231 d' 

No yolked oocytes present. 
no beta atretic follicles 

~ . ~~~~~~~~~ ~~ ~~~~~ ~~~~ ~ ~- . ~~ 

'Ovaries are cla5sed into both spawning and atretic states, hut the reproductive 
mplicalions are for a single-state classification and not for a combination of atretic 
md spawning slates. 

'Hunter and Macewicr 1980. 
3Hunter and Goldberg 1980. 
'In peak spawning months the average female spawns at 1-10 d intervals (Hunter 

ind Leong 1981): hence females with active ovaries are hkely to spaun within 1-10 
I depending on maturity of the ovary. 
%abed on the fraction of females in spawning state, within atretlc slate I (hunter 

ind Macewicr 1985) 
bHunter and Macewicz 198.5 
'Hunter and Leong 1981. 

and could be used to forecast the end of reproduction near the end 
of the spawning season. A high incidence of females in this state 
indicates that cessation of spawning in the population is imminent. 

Atretic state 3-Females without yolked oocytes in which beta stage 
atresia is present. This state identifies females in late postspawning 
condition. The state persisted for about 30 d in the laboratory, and 
it may last much longer under natural conditions while the numerous 
small oocytes are resorbed. (The laboratory data indicate that the 
duration of this state could be increased if definitions were redefined 
to include gamma + delta stages of atresia which have a longer life 
in the ovary than does the beta stage.) This state is used to separate 
females in postspawning condition from immature females (females 
with no previous reproductive history). Consequently, identifica- 
tion of females in this state is essential for accurate estimates of age 
or size at first maturity and for an accurate definition of spawning 
biomass using the egg production method. 

TESTING THE ASSUMPTION 
OF SEASONALLY DETERMINATE 
FECUNDITY 

A critical assumption underlying some biomass estimates from ich- 
thyoplankton ddta and many estimates of annual fecundity in fishes 
is that the annual fecundity in a species is determined at the begin- 
ning of the spawning season. Validation of this assumption of deter- 
minate fecundity requires proof that 1) all oocytes destined to be 
spawned in a season are identifiable at the beginning of the season 
and no new spawning batches are recruited from the reservoir of 
small unyolked oocytes that exist in the ovary the year round, and 
2) the identified standing stock of yolked oocytes that constitute the 
maximum potential annual fecundity are in fact spawned and only 
a negligible quantity of these oocytes are resorbed at the end of the 
season. 

The traditional evidence for determinate fecundity is the presence 
of a major gap in oocyte maturity stages or size classes between 
the oocytes matured for the season and the reservoir of immature 
oocytes present year-round in the ovary (Yamamoto 1956). The pres- 
ence of such a gap in oocyte classes in females taken at the begin- 
ning of the season seems to be adequate proof that the standing stock 
of oocytes is a measure of maximum annual fecundity, as long as 
the gap is not between a batch of hydrated oocytes and other yolked 
oocytes. The absence of such a discontinuity in oocyte classes is 
evidence for indeterminate fecundity. In some cases, however, deter- 
minate annual fecundity is believed to exist despite the fact that oocyte 
size classes are continuously distributed in the ovary. In such cases, 
spawning frequency and batch fecundity for the species must be 
estimated over the season and their product (fecundity x frequency) 
compared to the standing stock of mature oocytes at the beginning 
of the season. This was done for whiting and haddock in the 
laboratory by Hislop (1975) and Hislop et al. (1978). 

For northern anchovy, Hunter and Leong (1981) compared field 
estimates of spawning frequency with standing stocks of oocytes. 
They showed that oocytes as small as 0.1 mm must be included in 
the annual fecundity to account for 10 spawning per yr and estimated 
that anchovy spawn an average of 20 or more times per yr. Their 
analysis clearly documents the existence of indeterminate fecund- 
ity in anchovy. However, anchovy have a continuous oocyte distribu- 
tion. and so indeterminate fecundity is expected in this species. 

In species for which determinate fecundity is inferred because 
of a discontinous oocyte distribution, it is also necessary to docu- 
ment that the maximum annual fecundity estimated from the stand- 
ing stock of oocytes is in fact realized in the sea (see above). To 
validate this assumption requires an analysis of rates of atresia of 
yolked and partially yolked oocytes. The key atretic state in such 
an analysis would be one similar to our atretic state 2 where many 
oocytes are in the alpha stage of atresia. It should be borne in mind 
that this state may have a short duration. 

In anchovy the mean duration of this state is only 9 d and the 
maximum only 20 d (Hunter amd Macewicz 1985). Consequently, 
sampling to determine the extent of resorption of oocytes must be 
done over a relatively short period near the end of the season; 
otherwise, significant oocyte resorption may not be detected. 
Substantial oocyte resorption has been observed in the Pacific hake, 
Merlucciusproducrus, which seems to have a discontinuous oocyte 
distribution (Foucher and Beamish 1977). They conclude that the 
standing stock of yolked oocytes is very likely in excess of the number 
of oocytes that will be spawned, except in exceptional years. 

In conclusion, an assumption of determinate fecundity requires 
extensive work to prove, and in some cases may be only wishful 
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thinking. The most conservative assumption is that seasonal fecund- 
ity is indeterminate for multiple spawning fishes and that estimates 
of batch fecundity and spawning frequency are required. The 
documented cases of determinate fecundity appear to be restricted 
to boreal or cold temperate climates where spawning seasons are 
short. Thus in most of the world’s oceans indeterminate fecundity 
and multiple spawning are the rule for epipelagic spawners, and 
estimates of spawning frequency are essential both for biomass 
estimation using ichthyoplankton data and for estimates of annual 
fecundity. 

FUTURE APPLICATIONS 
OF HISTOLOGICAL CLASSIFICATION 
OF OVARIES 

An important future application of the histological classifications 
we have described is the study of reproductive processes in multi- 
ple spawning fish populations. This work requires not m l y  
histological classification but sufficient laboratory calibration and 
analysis of sea data to be able to specify the reproductive implica- 
tions and duration of each class. Sufficient data exist on northern 
anchovy to make a relatively accurate interpretation of the reprcduc- 
tive significance of each spawning and atretic state (Table 1). 
Reproductive state and its approximate duration can now be related 
to the physiological state of the female (age, size, fat content, 
biochemical composition, instantaneous growth rate from otoliths 
or RNA/DNA ratios, and environmental conditions). In this way 
it may now be possible to identify the factors controlling the 2-3 
fold variation in batch fecundity (Hunter et al. 1985), the poten- 
tially large variation in spawning frequency and duration of the 
spawning season, and, most importantly, the functions regulating 
partitioning of energy between reproduction and growth. 
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UNITED STATES DEPARTMENT OF COMMERCE 
National Oceanic and Atmospheric Administration 
NATIONAL MARINE FISHERIES SERVICE 

April 16, 1987 

MEMORANDUM FOR: USERS OF THE EGG PRODUCTION METHOD FOR 
ESTIMATING SPAWNING 

FROM: REUBEN LASKER! 

SUBJECT: ERRATA REPORT NMFS 36; "AN EGG 
PRODUCTION METHOD FOR ESTIMATING SPAWNING BIOMASS OF PELAGIC 
FISH: APPLICATION TO THE NORTHERN ANCHOVY". 

A number of printing errors have been discovered by Dr. 
Sachiko Tsuji in the published account of the egg production 
method. These are important and warrant this memo. Please make 
these corrections in your copy. 

p. 5, Abstract, 4th line should read: 
'Ibe estimable and spawning rate constant.over the field 

sampling interval. *I 

p.  12, in equation 8, should be p. 

p. 17, Table 1. on the January line +3.5 should be -3.5. 

p. 20, two lines under the formula in the second c lumn, 

Five lines under the formula "larger observations" shoui'd be 
"bigger scales. 

"sample size" should be "sample scale" and 6, should read 6 s 

p. 22, 1st para., No. 3 last line should be skmulation, not 
stimulation. 

p. 23. 1st para., line 7. "Table 9" should read "Table 6." 

p.  44. Temperature table in second column on the page. 
The temperatures read 13.9 

13.5 
16.2 

The correct temperatures are 13.9 
15.2 
16.2. 



p.45. Second column, 

p.R6 1st Para., line 7, change the word "spawning" to 

should read yilt. 

"tows, T". 

p.49. Table 5d. Strike out the words "within or" in the 
second line of the heading. 

p.55. 9th line from the bottom, x1 should be xi. 

p.56. First. para. second column, sixth line, 26 should read 
2 5 .  

p.63. Under "Preservation" Na2H2P04 should be Na2HP04. 

p.93. In table 1, atretic state e, change > to <. 

p.97. In the! formula after the second para. change < to >. 

p.98. In the formula in the first column change -Zt to -Zth. 
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